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令 和 ８ 年 度 事 業 計 画 

 

令和８年度は、「米百俵プレイス ミライエ長岡」での「米百俵」の精神や財団の活動をより

一層、発信するとともに、１１月のミライエ長岡全館オープンに向け、長岡市や関係機関と協議

しながら、「新しい米百俵」の理念にかなう人材育成事業を引き続き実施する。 

 

１ 大学等奨学金貸与事業  【R8予算 貸付： 88,020千円 返還：80,661千円 

R7予算 貸付：104,080千円、返還：84,556千円 

R6決算 貸付： 89,650千円、返還：79,866千円】 

 大学生等に対する奨学金の貸付けを行う。また、国等の政策動向や利用者ニーズの実態を点

検のうえ、事業目的、対象者、支援内容など今後の事業のあり方について引き続き検討する。 

〔貸付人数（採用年度別）〕 

令和５年度生22人、令和６年度生25人、 

令和７年度生26人、令和８年度生37人（予定）  合計110人 

〔令和８年度生募集内容〕 

（募集時期） 令和７年12月～令和８年１月及び３月 

（選考時期） 令和８年２月及び４月   

（貸 付 額） 月額３万円、５万円、７万円から選択 

    入学一時金（希望者）10万円、20万円、30万円、40万円、50万円から選択 

 

２ 高校留学奨学金給付事業  

【R8予算：5,000千円、R7予算：5,400千円、R6決算：2,430千円】 

   青少年の国際相互理解を促進するとともに、将来、国際的に活躍する人材の育成を図るた

めに、海外の高校に留学する高校生に対し、奨学金を給付する。 

・長期（年間）留学に対する奨学金 

（募集期間） 令和８年５月～８月（予定）  （選考時期） 令和８年９月（予定） 

（給 付 額） プログラム参加費の２分の１相当額  （募集人数） ４人 

   （対 象 者） ＡＦＳ日本協会、ＹＦＵ日本国際交流財団の年間派遣プログラムを利用し

て、約１年間海外の高校に留学する高校生 

 

３ 中小企業従業員・農業者派遣研修助成事業 

【R8予算：1,000千円、R7予算：1,500千円、R6決算：779千円】 

  中小企業従業員及び農業者の国内・国外派遣研修に対して助成を行う。 

  （募集・選考・派遣） 随時 

 

４ 「米百俵」書籍の頒布等による啓発事業 

  「米百俵」の精神の普及啓発のため、各種書籍等の頒布等を実施する。 

 書 籍 等 令和７年度状況 

１ 「米百俵 小林虎三郎の思想」 有料頒布13冊、献本11冊 

２ ﾄﾞﾅﾙﾄﾞ･ｷｰﾝ氏英訳「One Hundred Sacks of Rice」 有料頒布5冊、献本1冊 

３ 米百俵読本「米百俵 小林虎三郎物語」 
市内小学生配布2,339冊 

有料頒布38冊、献本64冊 

４ 「米百俵―その先の未来へ―」 有料頒布4冊、献本1冊 

５ アニメＤＶＤ「長岡の侍～米百俵～」 有料頒布4枚、献本1枚 
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５ 中学生海外体験派遣事業  

【R8予算：4,050千円、R7予算：4,270千円、R6決算：3,981千円】 

長岡市国際交流協会と連携し、長岡市の姉妹都市への中学生海外派遣を支援し、将来、国

際的に活躍する人材の育成を図る。事前研修で「米百俵」の精神を学び、現地で普及啓発を

行う。 

 

・フォートワース派遣 

（対 象 者） 中学校２年生   （定  員）20人 

（派遣時期） 令和８年10月（10日間） 

・ホノルル派遣 

（対 象 者） 中学校１年生   （定  員）15人 

（派遣時期） 令和９年１月（７日間） 

 

 

６ 新しい米百俵事業 

子どもたちの視野を広げ、問題解決力や柔軟な発想力、自ら未来を切り拓く力を持つ人材を

育成するため、様々な分野の講座を開催する。 

 (1) 米百俵未来塾（開府400年寄附金充当事業）  

【R8予算：4,354千円、R7予算：4,226千円、R6決算：4,495千円】 

人材育成に取り組む市内の団体と連携し、「米百俵」の精神をはじめ、芸術やスポーツ、

国際交流など多面的な講座を開催する。 

 （対 象 者） 小学４年生～中学３年生   （定  員） 40人程度 

（募集時期） 令和８年５月～６月      

（開催時期） 令和８年７月～12月［全７講座］ 

（連携団体） 長岡市芸術文化振興財団、長岡市国際交流協会、長岡市スポーツ協会、 

ながおか・若者・しごと機構、まちなかキャンパス長岡 等 

 

 (2) 芸術・文化活動の体験 【R8予算：900千円、R7予算：915千円、R6決算：458千円】 

   長岡市芸術文化振興財団と連携し、子どもたちが本物の芸術・文化に触れる感動体験の場

を提供する。 

 （対 象 者） 小学４年生～中学３年生   （定  員） 180人 

（開 催 日） 令和８年10月11日（日）   （会  場） 長岡市立劇場 

（内  容） 「東京フィルハーモニー交響楽団長岡特別演奏会」において、小・中学生に

対し、本格的なオーケストラ演奏を鑑賞する機会を提供する。 

 

(3) 「米百俵デーミライエ講演会」の実施 

【R8予算：1,130千円、R7予算：1,320千円、R6決算：36千円】 

「米百俵」の精神を発信するとともに、著名人による講演会を実施する。 

  （開催日） 令和８年６月６日（土）（予定） （会 場） ミライエ長岡（予定） 

  （内  容） 第１部 米百俵未来塾第７期生による活動報告 

        第２部 記念講演会 中島 さち子（予定） 

（株式会社steAm 代表取締役、大阪万博テーマ事業プロ

デューサー（いのちを高める）） 
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公益財団法人　長岡市米百俵財団 （単位：円）

予　算　額 前年度予算額 増　　減 備考
Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１　経常増減の部
（１）経常収益
　　基本財産運用益 [ 2,726,000 ] [ 2,822,000 ] [ △ 96,000 ]

基本財産受取利息 2,726,000 2,822,000 △ 96,000
　　特定資産運用益 [ 2,781,000 ] [ 2,781,000 ] [ 0 ]

特定資産受取利息 2,781,000 2,781,000 0
　　事業収益 [ 355,000 ] [ 355,000 ] [ 0 ]

書籍頒布収益 355,000 355,000 0
　　受取寄付金 [ 27,084,000 ] [ 27,751,000 ] [ △ 667,000 ]

受取寄付金振替額 27,084,000 27,751,000 △ 667,000
　　雑収益 [ 13,000 ] [ 13,000 ] [ 0 ]

受取利息 1,000 1,000 0
雑収益 12,000 12,000 0

　経常収益計　（Ａ） 32,959,000 33,722,000 △ 763,000
（２）経常費用 0
　　事業費 [ 31,601,000 ] [ 32,411,000 ] [ △ 810,000 ]

給料手当 5,693,000 5,344,000 349,000
福利厚生費 1,043,000 961,000 82,000
会議費 100,000 100,000 0
交際費 60,000 60,000 0
旅費交通費 3,240,000 3,824,000 △ 584,000
通信運搬費 546,000 496,000 50,000
減価償却費 436,000 436,000 0
消耗品費 1,100,000 1,090,000 10,000
印刷製本費 2,260,000 2,210,000 50,000
著作権使用料 0 25,000 △ 25,000
広告宣伝費 650,000 760,000 △ 110,000
使用料 895,000 855,000 40,000
光熱水料費 30,000 30,000 0
賃借料 120,000 220,000 △ 100,000
保険料 34,000 34,000 0
諸謝金 3,474,000 3,659,000 △ 185,000
支払助成金 1,000,000 1,500,000 △ 500,000
支払給付金 5,000,000 5,400,000 △ 400,000
支払負担金 935,000 581,000 354,000
委託費 2,307,000 2,251,000 56,000
租税公課 3,000 3,000 0
手数料 665,000 562,000 103,000
雑費 10,000 10,000 0
予備費 2,000,000 2,000,000 0

　　管理費 [ 1,358,000 ] [ 1,311,000 ] [ 47,000 ]
給料手当 633,000 595,000 38,000
福利厚生費 132,000 123,000 9,000
会議費 90,000 90,000 0
交際費 20,000 20,000 0
旅費交通費 292,000 292,000 0
通信運搬費 12,000 12,000 0
消耗品費 33,000 33,000 0
印刷製本費 15,000 15,000 0
賃借料 7,000 7,000 0
諸謝金 64,000 64,000 0
租税公課 20,000 20,000 0
手数料 30,000 30,000 0
雑費 10,000 10,000 0

　経常費用計　（Ｂ） 32,959,000 33,722,000 △ 763,000
　当期経常増減額　（Ａ）－（Ｂ） 0 0 0

収支予算書（正味財産増減計算書ベース）
（令和８年４月１日から令和９年３月３１日）

科         目
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　２　経常外増減の部

0 0 0

0 0 0
　当期経常外増減額　 0 0 0
　　当期一般正味財産増減額 0 0 0
　　一般正味財産期首残高 0 0 0
　　一般正味財産期末残高 0 0 0
Ⅱ　指定正味財産増減の部 0 0
　　基本財産運用益 [ 0 ] [ 0 ] [ 0 ]

基本財産受取利息 0 0 0
　　特定資産運用益 [ 0 ] [ 0 ] [ 0 ]

特定資産受取利息 0 0 0
　　受取寄付金 [ 2,000,000 ] [ 2,000,000 ] [ 0 ]

受取寄付金 2,000,000 2,000,000 0
　　雑収益 [ 0 ] [ 0 ] [ 0 ]

受取利息 0 0 0
　　一般正味財産への振替額 △ 27,084,000 △ 27,751,000 667,000
　　当期指定正味財産増減額 △ 25,084,000 △ 25,751,000 667,000
　　指定正味財産期首残高 1,824,875,232 1,850,626,232 △ 25,751,000 （注１）
　　指定正味財産期末残高 1,799,791,232 1,824,875,232 △ 25,084,000
Ⅲ　正味財産期末残高 1,799,791,232 1,824,875,232 △ 25,084,000

（注１）前年度予算額の指定正味財産期首残高は、令和６年度の指定正味財産期末残高（決算額）に変更している。

（注２）１ 借入金限度額　　　　　　　　　1,000,000円1,000,000円
　　　　２ 債務負担額（奨学金貸付） 88,020,000円 令和9年度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和7年度   48,940,000円　　令和8年度   25,680,000円40,580,000円 令和11年度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和9年度    2,040,000円　　令和8年度    2,040,000円840,000円

累計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     

　※奨学事業積立資産の取り崩し予定額
　　合計 円
　　（内訳）
　 奨学金貸与 88,020,000 円

米百俵読本増刷代 1,600,000 円
指定解除に伴う振替額 26,584,000 円

　※奨学事業積立資産の構成予定額
　　合計 円
　　（内訳）
　 奨学金返還 80,661,000 円

寄附金収益 2,000,000 円

215,990,000円

116,204,000

（うち開府400年寄附金4,354,000円）

82,661,000

令和12年度

（１）経常外収益　　
　経常外収益計
（２）経常外費用　　
　経常外費用計

令和8年度 62,430,000円
令和10年度 24,120,000円
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（ 1,368,000 ）（ 1,358,000 ）（ 2,726,000 ）

1,368,000 1,358,000 2,726,000
（ 2,781,000 ）（ 0 ）（ 2,781,000 ）

2,781,000 2,781,000
（ 355,000 ）（ 0 ）（ 355,000 ）

355,000 355,000
（ 27,084,000 ）（ 0 ）（ 27,084,000 ）

27,084,000 27,084,000
（ 13,000 ）（ 0 ）（ 13,000 ）

1,000 1,000
12,000 12,000

31,601,000 1,358,000 32,959,000

（ 31,601,000 ）（ 0 ）（ 31,601,000 ）

5,693,000 5,693,000

1,043,000 1,043,000

100,000 100,000

60,000 60,000

3,240,000 3,240,000

546,000 546,000

436,000 436,000

1,100,000 1,100,000

2,260,000 2,260,000

0 0

650,000 650,000

895,000 895,000

30,000 30,000

120,000 120,000

34,000 34,000

3,474,000 3,474,000

1,000,000 1,000,000

5,000,000 5,000,000

935,000 935,000

2,307,000 2,307,000

3,000 3,000

665,000 665,000

10,000 10,000

2,000,000 2,000,000
（ 0 ）（ 1,358,000 ）（ 1,358,000 ）

633,000 633,000

132,000 132,000

90,000 90,000

20,000 20,000

292,000 292,000

12,000 12,000

33,000 33,000

15,000 15,000

7,000 7,000

64,000 64,000

20,000 20,000

30,000 30,000

10,000 10,000
31,601,000 1,358,000 32,959,000

      当期経常増減額（Ａ）－（Ｂ） 0 0 0

旅費交通費
通信運搬費
消耗品費
印刷製本費
賃借料
諸謝金
租税公課
手数料
雑費

      経常費用計 （Ｂ）

交際費

支払負担金
委託費
租税公課
手数料
雑費
予備費

        管理費
給料手当
福利厚生費
会議費

支払給付金

減価償却費
消耗品費
印刷製本費
著作権使用料
広告宣伝費
使用料
光熱水料費
賃借料
保険料
諸謝金
支払助成金

通信運搬費

受取利息
雑収益

      経常収益計 （Ａ）
    (2) 経常費用
        事業費

給料手当
福利厚生費
会議費
交際費
旅費交通費

        雑収益

Ⅰ　一般正味財産増減の部

  １．経常増減の部
    (1) 経常収益
        基本財産運用益

基本財産受取利息
        特定資産運用益

特定資産受取利息
        事業収益

書籍頒布収益
        受取寄付金

受取寄付金振替額

収支予算書内訳表（正味財産増減計算書ベース）
（令和８年４月１日から令和９年３月３１日）

公益財団法人　長岡市米百俵財団 （単位：円）

科        目

公益目的事業会計

法人会計 合計米百俵の精神に基づく
人材育成事業（公１）
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  ２．経常外増減の部
    (1) 経常外収益
        経常外収益計 0 0 0
    (2) 経常外費用
        経常外費用計 0 0 0
        当期経常外増減額 0 0 0
          当期一般正味財産増減額 0 0 0
          一般正味財産期首残高 0 0 0
          一般正味財産期末残高 0 0 0

Ⅱ　指定正味財産増減の部 0
（ 0 ) （ 0 ）（ 0 ）

0 0 0
（ 0 ) （ 0 ）（ 0 ）

0 0 0
（ 2,000,000 ）（ 0 ）（ 2,000,000 ）

2,000,000 0 2,000,000
（ 0 ）（ 0 ）（ 0 ）

0 0 0
0 0 0

△ 27,084,000 0 △ 27,084,000
△ 25,084,000 0 △ 25,084,000

          指定正味財産期首残高 1,745,441,791 79,433,441 1,824,875,232 (注１)

          指定正味財産期末残高 1,720,357,791 79,433,441 1,799,791,232

Ⅲ　正味財産期末残高 1,720,357,791 79,433,441 1,799,791,232

（注１）指定正味財産期首残高は、令和７年度の指定正味財産期末残高（見込額）に変更している。

        指定正味財産調整額
        一般正味財産への振替額
          当期指定正味財産増減額

        特定資産運用益
          特定資産受取利息
        受取寄付金
          受取寄付金
        雑収益
          受取利息

          基本財産受取利息
        基本財産運用益
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事業

年度 

自 令和 8年 4月 1 日 法人コード A012048 

至 令和 9年 3月 31 日 法人名 公益財団法人長岡市米百俵財団 

 

 

資金調達及び設備投資の見込みについて 
 

 

  資金調達の見込みについて 

   当期中における借入れの予定の有無を記載し、借入れ予定がある場合には、その借入

先等を記載してください。 

 

借入れの予定 □ あり   なし 

事業番号 借入先 金額 使途 

  円  

 

 

  設備投資の見込みについて 

当期中における重要な設備投資（除却又は売却を含む。）の有無を記載し、設備投資の

予定がある場合には、その内容等を記載してください。 

 

設備投資の予定 □ あり   なし 

事業番号 設備投資の内容 
支出又は収入の

予定額 
資金調達方法 

又は取得資金の使途 
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